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活動概要

部会名 サードワークプレース研究部会

目的・テーマ

本部会はテレワークの活用で「企業の生産性を上げ、同時に
個人のQOLを向上させる」ワークスタイルを追求し続けるこ
とを目標とし、2017年度に設立。特に、オフィス・自宅以外
のサードワークプレースの活用が今後重要となると考え、働
く場所についての理解を深め、情報を提供している。

内容

コロナ５類移行後、オフィス出社率の増加がみられましたが、
在宅勤務の実施率も再び増えた調査結果もあり、ハイブリッ
ドワークも広がっているなかで、働く場の活用、コミュニ
ケーションやコミュニティ、ツールの活用等ついて研究を行
います。

運営体制

部会長 （株）シーエーシー 齋藤 学
副部会長 ネットワンシステムズ（株） 尾形 誠治
副部会長（株）ザイマックス不動産総合研究所 石崎 真弓
事務局 （一社）日本テレワーク協会 若生 直志



実施
スケジュール

日時 テーマ

第1回 2023年9月26日（火）
15:00～16:30

会場：ネットワン社netone valley
開会あいさつと年度方針の検討

第2回 2023年10月24日（火）
15:00～16:00

会場：オンライン
CACの長崎での活動の事例

第3回 2023年11月8日（水）～11
日（土）

長崎合宿（次ページで詳細）
コワーキング施設や地域活動の情報交換

第4回 2023年12月18日（月）
15:00～16:30

会場：オンライン
各社の状況についてアンケートを元に発表

第5回 2024年1月24日（水）
15:00～16:30

会場：ザイマックス様本社
石崎様講演「日本にハイブリッドワークは定着するのか？」

第6回 2024年2月14日（水）
15:00～16:30

会場：オンライン
コミュニケーションインフラについての各社情報と情報交換
レノボ社レポートについて情報提供

第7回 2024年3月13日（水）
16:00～17:30

会場：リクルート様本社
村田様講演「フランスのワークプレイス」
年度振り返り



研究会の様子



長崎合宿
のタイム
ライン







過去の成果物

◼ 2022年度報告書

「転換期を迎えるサードワークプレース～メタバース・ワーケーションの台頭～」

提言

1.企業はワーケーションやメタバースを含め選択肢が拡大していることを踏まえ、

自社従業員のワークプレース選定ガイドラインを整備すべきである

2. ．企業は従業員の健康管理方法に注意しなければいけない
https://japan-telework.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2023/06/thwp_report_2022.pdf

◼過去の研究成果

・2020年度報告書

「COVID-19とサードワークプレース－アフターコロナの時代に、企業はどのようにサードワークプレースと関わるのが良いか」
https://japan-telework.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2021/08/7eccfb9d01857718d43be121d39bc216.pdf

・2021年度報告書

「ABWを踏まえたニューノーマルワークスタイル」

https://japan-telework.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2022/07/thwp_report_2021.pdf

https://japan-telework.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2023/06/thwp_report_2022.pdf
https://japan-telework.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2021/08/7eccfb9d01857718d43be121d39bc216.pdf
https://japan-telework.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/2022/07/thwp_report_2021.pdf
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